
 

令和８年度全国学力・学習状況調査における萩市の結果について（概要） 

 

萩市教育委員会学校教育課  

 

１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

 ・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を 

 把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、改善を図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）実施期日 

 〇国語科 算数・数学科     令和８年４月２３日（木） 

 〇英語科「読むこと」「書くこと」 令和８年４月２０日（月）～同月２３日（木）までの間で各学 

「聞くこと」      校の希望を踏まえて文部科学省が指定する日 

 

     「話すこと」       令和８年４月２８日（火）～５月２９日（金）までの間で各学 

校の希望を踏まえて文部科学省が指定する日 

（３） 調査を実施した学校数・児童生徒数 

学年 学校数 児童生徒数 

小学校第６学年 １６校 １８９名 

中学校第３学年 １３校 ２４２名 

 

（４） 調査の内容 

 ① 教科に関する調査 （国語、算数・数学、英語）   

  ア 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可 

欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

イ 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実 

践し評価・改善する力等  

② 生活習慣や学習環境等に関する質問調査 

  ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問調査） 

  イ 学校に対する調査（学校質問調査） 

    ＊調査問題の詳細は、国立教育政策研究所の「令和８年度全国学力・学習状況調査の調査問題・正答例・解説資料につ 

いて」（URL  https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html）で閲覧することができます。 

 

 

 

 

 

※ 弥富小、鈴野川小、相島小中は休

校中。 

※ 見島小は対象児童なし 
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２ 教科に関する結果 

（１）全体の結果 

○【県平均に対して】小学校は、国語は県平均と同程度、算数は上回った。中学校は、国語・数学・ 

英語ともに県平均を下回った。 

【全国平均に対して】小学校は、国語・算数ともに全国平均を上回った。中学校は、国語・数学・ 

英語ともに全国平均を下回った。 

 

（２）教科ごとの結果 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 中学校 

区分 
平均正答率（％） 

区分 
平均正答率（％） 

萩市 山口県 全国 萩市 山口県 全国 

国語 ６２ ６２ ６０．９ 国語 ６２ ６４ ６３．９ 

算数 ５８ ５７ ５６．４ 数学 ５３ ５７ ５７．０ 

    英語 
3.4／7 3.6／7 3.7／7 

＊４８８ ＊４９５ ＊４９９ 

＊ 中学校英語はCBT(Computer Based Test)で実施し、IRT（項目反応理論）に基づき算出し 

たスコアにより結果を表示している。IRTとは、単に「何問正解したか」だけを見るのでは 

なく、「どの問題にどう答えたか」という情報をもとに、受験者の力と問題の難しさを同 

時に分析する方法である。資格試験などさまざまな場面で使われており、より正確に力を 

測ることができる。 
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（３）各教科に見られる成果と課題 

（〇：相当数の児童生徒ができている点 △：課題が見られる点） 

※（ ）内は、萩市内児童生徒の正答率 ※ゴシックは県との平均正答率の差が大きい問題 

【小学校国語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【話や文章の種類とその特徴について理解すること】に関する問題 ※県との平均正答率の差 -8.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○相手に伝わるように、理由や事例などと挙げながら、話の中心が明確になるよう話の構成を考 

えること（81.0%） 

○学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこと（85.2%） 

○文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること（76.2%） 

 

△引用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること（41.3%） 

△話や文章の種類とその特徴について理解すること（68.8%） 

【
解
答
】 

４ 
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【小学校算数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整数と小数の減法の計算をすること】に関する問題      ※県との平均正答率の差 -6.8% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組みで表されていることを理解し、条件に合う小数を

つくること（95.2%） 

○単位分数の個数に着目し、数直線上の１を表す目盛りを捉えること（80.2%） 

○示された情報を基に、数量の関係に着目して、条件に合う時間を求めること（78.1%） 

 

△二次元の表から、条件に合う数を読み取ること（21.4%） 

△整数と小数の減法の計算をすること（51.9%） 

【解答】 

㋐ 1.37 

㋑ 1.24 
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【中学校国語】 

 

 

 

 

 

 

 

【必要に応じて質問しながら話の内容を捉えること】に関する問題 ※県との平均正答率の差 -5.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○助動詞の働きについて理解すること（80.6%） 

○単語の活用について理解すること（85.5%） 

○表現の効果を考えて描写すること（90.1%） 

 

△語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を捉えること（31.0%） 

△必要に応じて質問しながら話の内容を捉えること（66.1%） 

【
解
答
】 

３ 
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【中学校数学】 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的な事象において、考察の対象となる角を的確に捉えること】に関する問題 

                              ※県との平均正答率の差 -5.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○具体的な場面において、正の数と負の数を用いて変化や状況を表すこと（81.7%） 

○同類項の意味を理解すること（71.7%） 

○問題場面における考察の対象を明確に捉えること（70.4%） 

 

△データの傾向を的確に捉え、判断の理由を度数分布多角形の特徴を基に説明すること（31.3%） 

△具体的な事象において、考察の対象となる角を的確に捉えること（52.5%） 

【解答】 2a 
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【中学校英語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、書くことによる実際のコミュニケーションに

おいて活用すること】に関する問題             ※県との平均正答率の差 -9.8% 
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○音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、読むことによる実際のコミュニケーショ 

ンにおいて活用すること（70.6%） 

○音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、書くことによる実際のコミュニケーショ 

ンにおいて活用すること（54.5%） 

 

△社会的な話題について、長い文章を読み、要点を捉え、考えとその理由を書くこと（22.5%） 

△音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、書くことによる実際のコミュニケーショ

ンにおいて活用すること（50.2%） 

【解答】 

Mei went to the park. 



３ 生活習慣や学習環境等に関する質問調査の結果 

（１）学校生活や教科に関する子どもたちの意識 

質問：学校に行くのは楽しいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問：国語の勉強は好きですか。 
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「当てはまる」と答えた児童の割合は、県や国を上回っている。一方、生徒の割合は、県や国を下回っている。 

 

 

本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
中 

学 

校
】 

 

 

【
小 

学 

校
】 

「当てはまる」と答えた児童の割合は、県や国と同等である。一方、生徒の割合は、県や国を上回っている。 
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本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

【
中 

学 

校
】 



質問：国語の授業はよく分かりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問：算数・数学の勉強は好きですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「当てはまる」と答えた児童・生徒の割合は、ともに県や国を下回っている。 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
中 

学 

校
】 

「当てはまる」と答えた児童の割合は、県や国を下回っている。一方、生徒の割合は、県や国と同等である。 

 

 

 

本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

【
中 

学 

校
】 
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質問：算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問：英語の勉強は好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「当てはまる」と答えた児童の割合は、県や国を下回っている。一方、生徒の割合は、県を下回り、国と同等である。 

 

 

 

「当てはまる」と答えた児童の割合は、県や国を上回っている。一方、生徒の割合は、県や国と同等である。 

 

 

 

本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

【
中 

学 

校
】 

本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

【
中 

学 

校
】 
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質問：英語の授業の内容はよく分かりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「当てはまる」と答えた生徒の割合は、ともに県や国を下回っている。 

 

【
中 

学 

校
】 

本市 

 

山口県 

 

全国 
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（２）志教育に関する子どもたちの意識 

質問：自分にはよいところがあると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問：将来の夢や目標をもっていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

【
中 

学 

校
】 

「当てはまる」と答えた児童の割合は、県や国を下回っている。同様に、生徒の割合は、県や国をやや下回っている。 

「当てはまる」と答えた児童の割合は、県を下回り、国と同等である。一方、生徒の割合は、県や国を上回っている。 

 

 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
中 

学 

校
】 
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質問：地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。 
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質問：人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

 

 

 

 

本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

【
中 

学 

校
】 

 

「当てはまる」と答えた児童の割合は県と同等、国を上回っている。同様に、生徒の割合は県や国を上回っている。 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
中 

学 

校
】 

「当てはまる」と答えた児童の割合は県と同等、国より上回っている。一方、生徒の割合は県と同等、国をやや上回っている。 
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（３）生活習慣に関する子どもたちの意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問：学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）一日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。 

 

 

 

 

本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

【
中 

学 

校
】 

質問：普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、スマートフォンや携帯電話、パソコン、

タブレット、ゲーム機、テレビ等で SNSや動画視聴などをしますか。 

 

 

 

 

 

 

本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

【
中 

学 

校
】 

本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

【
中 

学 

校
】 

「１時間以上」と答えた児童・生徒の割合は、ともに県や国を上回っている。 

「１時間以上」と答えた児童・生徒の割合は、ともに県や国を下回っている。 
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質問：学校の授業時間以外に、普段、一日当たりどれくらいの時間、読書をしますか。（電子書籍の読書

も含む。教科書や参考書、漫画や雑誌は除く） 

 

 

 

 

 

本市 

 

山口県 

 

全国 

本市 

 

山口県 

 

全国 

【
小 

学 

校
】 

【
中 

学 

校
】 
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「３０分以上」と答えた児童の割合は、県や国を下回っている。一方、生徒の割合は、県や国を上回っている。 



４ 調査結果の分析と今後の取組 

（１）「わからない」をそのままにしないしくみづくり 

 

 

 〇学級や学年、教科、役職等の枠を超え、全教職員が研修職員会議等で、授業改善・学習状況の分 

析・支援策の検討を定期的に行い、多角的な視点を活かした指導体制を強化する。 

 〇各校の学力向上の取組を可視化し、年 2回の PDCAサイクルの中で、学習状況の評価→課題→分 

析→改善策の実施→再評価を行い、児童生徒一人ひとりの学びの変化を丁寧に見取るしくみを整 

え、個々の成長を確実に把握する。 

 

【指標とする質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇「児童・生徒の自己肯定感を高める授業」を目標に、全教職員が単元の終わりに引き出したい振 

り返りを明確に設定し、学年や教科で協議しながら、ゴールから逆算した授業設計を行う。 

 〇児童・生徒の主体的な学びを促すため、ICT 機器を効果的に活用し、考えの視覚化・思考の変化

の見える化や友だちとの思考の共有を図る。 

 〇児童・生徒一人ひとりの学びを最適化するための有効なツールとして１人１台端末を積極的に活 

用し、定着状況を把握した上で授業改善につなげる。 

 

【指標とする質問】 

 

 

 

 

 

 

（２）中学校区の小中学校間・家庭・地域との連携 

 

 

 〇児童・生徒が自分の進路に自信を持ち、主体的に未来を描けるようにするためには、地域とつな 

  が体験的な学びが重要である。市内には、地域の大人や高校生を招いた講話などを行い、身近な 

  人の生き方に触れる機会を設けている学校もある。子どもたちが身近な大人や先輩に憧れを抱き 

「今の学びが未来につながっている」と前向きに将来を考えられるような場面を、意図的・計画 

的に創出する。さらに、企業見学などを通してキャリア教育と地域交流をさらに充実させていく。 

全校体制で児童生徒の学びを丁寧に見取るしくみづくり 

・先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教え 

てくれていると思いますか。 

  R8：〈小〉当てはまる 52.7％(R7:56.1%) ➡ 目標：「当てはまる」を増加させる 

    〈中〉当てはまる 37.3％(R7:40.2%） ➡   「当てはまる」を増加させる 

子どもが自分の学びを実感できる授業づくり 

・分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫すること 

ができていますか。 

  R8：〈小〉当てはまる 25.5％(R7:35.7%) ➡ 目標：「当てはまる」を増加させる 

    〈中〉当てはまる 23.2％(R7:29.1%) ➡    「当てはまる」を増加させる 

地域の人の営み、生き様にふれる機会の創出 
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【指標とする質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇望ましい生活習慣の定着に向けて、学校運営協議会の熟議等で課題として取り上げ、家庭・地域、 

関係機関と連携しながら取組の改善を図る。また、全国学力・学習状況調査の結果を児童生徒と 

共有し、学級活動や委員会活動等を通して、子どもが問題を自分事として捉え、課題解決に向け 

て主体的に取り組める機会をつくる。 

 

【指標とする質問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・将来の夢や目標をもっていますか。 

  R8：〈小〉当てはまる 58.5％(R7:65.1%) ➡ 目標：「当てはまる」を増加させる 

    〈中〉当てはまる 41.9％(R7:41.7%) ➡    「当てはまる」を増加させる 

 

・人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

  R8：〈小〉当てはまる 72.3％(R7:74.9%) ➡ 目標：「当てはまる」を増加させる 

    〈中〉当てはまる 71.0％(R7:75.2%) ➡    「当てはまる」を増加させる 

 

・地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。 

  R8：〈小〉当てはまる 33.5％(R7:33.7%) ➡ 目標：「当てはまる」を増加させる 

    〈中〉当てはまる 28.6％(R7:22.0%) ➡    「当てはまる」を増加させる 

・学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか。 

   R8：〈小〉30分以上 16.5％(R7:25.9%) ➡ 「30 分以上」を増加させる 

     〈中〉30分以上 21.5％(R7:18.1%) ➡ 「30 分以上」を増加させる 

 

・学校の授業時間外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。 

   R8：〈小〉60分以上 46.9％(R7:47.1%) ➡ 「60 分以上」を増加させる 

     〈中〉60分以上 52.3％(R7:47.9%) ➡ 「60 分以上」を増加させる 

 

望ましい生活習慣の定着に向けた学校・家庭・地域の連携の推進 
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≪萩市全体で重点を置いて取り組むこと≫ 
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〇 「わからない」をそのままにしないしくみづくり 

 ・ 「やまぐち学習支援プログラム」を活用した補充学習（学び直しの時間） 

を計画的に設定 

〇子どもの学びを深めるための言語活動を中心とした授業づくり 

 ・ 終末に導き出したい児童生徒の姿や言葉を明確化した授業の設計 

〇学校運営協議会等で児童生徒とともに「学力熟議」の実施 

 ・ 学力課題や身に付けさせたい資質・能力を共有 

〇地域や家庭と連携した「ユニット型研修」の実施 

 ・ 地域の人材や資源を活用した授業 


